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自動車用途、航空機用途を中心に市場拡大が期待される 

炭素繊維複合材料の世界市場を調査 
―２０３０年予測（２０１５年比）― 

■ＰＡＮ系炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰ） ４兆９,０５８億円（４.０倍） 

             …ＣＦＲＰが９０％以上を占めるも自動車用途を中心にＣＦＲＴＰも大きく伸びる 

■自動車用途炭素繊維複合材料 ＣＦＲＰ ３,９５２億円（４.３倍） ＣＦＲＴＰ ３,５０８億円（１１６.９倍）   

             …ＣＦＲＴＰが２０２５年頃から本格的な実用化時期を迎え市場が大幅拡大 

                      

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 清口 正夫 

03-3664-5811）は、競合材料と比較して圧倒的な軽量化が実現できるため、自動車や航空機など様々な用途で採用

が増えている炭素繊維複合材料とそのキーマテリアルや関連部材・装置の市場を調査した。 

その結果を報告書「炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰ）関連技術・用途市場の展望 ２０１７」にま

とめた。 

この報告書では炭素繊維複合材料、キーマテリアル／関連部材・装置１４品目の市場動向、加えて用途別市場動

向や、研究開発プロジェクト・主要企業動向についても整理した。 

 

＜調査結果の概要＞ 

■ＰＡＮ系炭素繊維複合材料（成型加工品）の世界市場 

   炭素繊維に熱硬化性樹脂を含浸させて成形加工した炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ）の成形加工品と、マトリク

ス樹脂に熱可塑性樹脂を使用した炭素繊維複合材料（ＣＦＲＴＰ）の成形加工品を対象とする。 

 

 現状は、ＣＦＲＰが航空機や風力発電、圧力容器など既存用途に加え近年では自動車用途においても採用が拡大

しており、ＣＦＲＰ市場が数量ベースで８０％以上、金額ベースでは９０％以上を占めている。 

 ＣＦＲＴＰは自動車用途において、２０２０年から２０２５年にかけて採用が進み、２０２５年から２０３０年

にかけて市場の急拡大が予想される。ＣＦＲＴＰは短時間で低コストな成形加工が可能な技術として開発が進んで

おり、主に自動車用途を中心として採用が拡大するとみられる。２０３０年にはＣＦＲＴＰの連続繊維製品の採用

が大きく増えるため市場は拡大し、数量ベースではＣＦＲＴＰがＰＡＮ系炭素繊維複合材料市場において３０％近

くを占めると予想される。 
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 ＜2030年予測＞ 
 CFRP ：4兆 4,864億円 
 CFRTP：    4,193億円 

 ＜2016年見込＞ 
 CFRP ：1兆 3,029億円 
 CFRTP：     434億円 

※2016年見込、2017年以降予測 

https://www.fuji-keizai.co.jp/report/index/111607813.html
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 エリア別ではＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰ共に欧州と北米の需要が市場拡大をけん引するとみられる。 

 

 ＣＦＲＰの用途は現状、航空機や風力発電ブレードなどの産業分野と自動車が中心である。単価が高いハイスペ

ック品が採用される航空機用途が金額ベースでは４０％以上を占めており、今後も航空機が市場拡大をけん引する

が、自動車や水素タンク、建築・土木用途なども伸びるとみられる。 

  ＣＦＲＴＰの用途は現状、短くカットされた炭素繊維が摺動部品や静電部品に使用される割合が高い。ＣＦＲＰ

と比べて炭素繊維含有量が低く強度や剛性などは劣るが、生産性やリサイクル性に優れている。今後、連続繊維の

成形においても短時間成形技術が開発され、ＣＦＲＴＰの価格が低下する見通しである。２０２５年から２０３０

年にかけては自動車の量産車種においても採用が拡大すると予測され、最大の需要用途になるとみられる。 

 

◆端材・廃材利用ＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰの世界市場 

２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

７４億円 ９９６億円 １４.０倍 

 ＣＦＲＰに使用される中間基材や成形加工時に発生する端材を活用したリサイクル炭素繊維を使用する炭素繊

維複合材料を対象とした。 

 廃材利用は炭素繊維とマトリクス樹脂の分解コストが課題であり、現状では研究開発段階である。２０２５年頃

には、特に自動車や航空機用途でＣＦＲＰの廃材が大量に発生する時期を迎えるため、ＣＦＲＰ廃材のリサイクル

技術の確立を目的とした研究開発プロジェクトが世界的に展開されている。 

 自動車業界では、各種部材のリサイクル需要が強く、今後端材利用のＳＭＣ成形や射出成形が自動車用途で採用

が増加すると想定される。一方、航空機部品は規格・認定に時間を要するため、本格的な採用拡大は時間がかかる

とみられる。 

 

 

＜注目キーマテリアル／関連部品・装置の世界市場＞ 

 ２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

ＰＡＮ系炭素繊維 １,７３５億円 ５,７５６億円 ３.４倍 

  ＰＡＮ系炭素繊維を対象とする。 現状は航空機や風力発電ブレード用途などで使用されることが多く、ＣＦＲ

Ｐ向けが９０％以上を占めている。２０２０年頃まではＣＦＲＰ向けの比率が更に上昇するとみられる。 ２０２

５年以降はＣＦＲＴＰの需要が増加するため、２０３０年には数量ベースでＣＦＲＴＰ向けの比率が２３％に上昇

するとみられる。  

  

 ２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

マトリクス樹脂 ４０９億円 １,３４９億円 ３.６倍 

 炭素繊維に含浸させて複合材とするマトリクス樹脂を対象とする。現状、マトリクス樹脂の配合比率はＣＦＲＰ

で約４６％、ＣＦＲＴＰでは約８０％である。ＣＦＲＰでは連続繊維の採用が多く、ＣＦＲＴＰでは短繊維のコン

パウンド品が多いため配合比率が異なる。 

 ＣＦＲＰ向けはエポキシ樹脂が標準で採用されている。ＣＦＲＴＰ向けは汎用樹脂に加え、耐熱エンプラとして

ＰＥＥＫやＰＰＳなどの高価な樹脂も採用されている。 

 

 ２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

中間基材 ４,３７７億円 １兆９,１３７億円 ４.８倍 

 炭素繊維に樹脂を含浸させた中間基材を対象とする。炭素繊維に熱硬化性樹脂を含浸させたプリプレグと、熱可

塑性樹脂を含浸させたペレット／ラミネートに分けられる。 

 現状、航空機やスポーツ用具用途向けなどでＣＦＲＰ（プリプレグ加工品）の需要が大きいためＣＦＲＰ向けの

比率が高い。今後は自動車用でＣＦＲＴＰ（連続繊維加工品）の需要が増加するためＣＦＲＴＰ向けの比率が増加

し数量ベースでは４０％を超えるとみられる。 

 

 ２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

成形加工装置・ツール ６９４億円 １,９４７億円 ３.０倍 

  自動積層装置、ＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰ用成形加工装置、２次加工装置（ウォータージェット・ドリル・エンド
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ミル）を対象とした。 

 市場は大型案件の有無により大きく左右される。現状、それぞれの装置でＣＦＲＰ用途装置の割合が大きい。成

型加工装置では航空機や自動車向けで多く採用されるオートクレーブやＨＰ－ＲＴＭ装置などの大型装置の採用

が多い。ＣＦＲＴＰ用途装置はＣＦＲＰ用途に比べて市場規模は小さいが、２０２０年以降はＣＦＲＴＰの連続繊

維製品の成形加工向けで使用されるＬＦＴ－Ｄ装置やプレス機の採用が増えるとみられる。 

  

＜注目用途市場＞ 

●自動車用途炭素繊維複合材料 

 ２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

ＣＦＲＰ ９５５億円 ３,９５２億円 ４.３倍 

ＣＦＲＴＰ ３７億円 ３,５０８億円 １１６.９倍 

  自動車に採用されるＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰを対象とする。端材・廃材利用ＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰは含まない。 

今後、自動車業界における燃費規制への対応として、軽量化素材である炭素繊維複合材料の採用拡大が予想される。 

 

  ２０２０年から２０２５年にかけてのＥＶやＰＨＶ市場の拡大に伴い、採用車種の増加が期待される。ピック

アップトラックや高級セダンクラスでも軽量化対策で採用が増えるとみられる。長期的には低コストな端材利用Ｃ

ＦＲＰ／ＣＦＲＴＰの採用拡大も予想される。 

  現状ではＣＦＲＰの採用が多いが、ＣＦＲＴＰは２０２５年頃から本格的な実用化時期を迎えるため、２０３

０年には数量ベースでＣＦＲＰを上回るとみられる。 

 

  軽量高強度化のニーズが高い骨格・構造部品（キャビン・ピラー）でのＣＦＲＰの採用が進んでいる。２０２

５年頃からＣＦＲＴＰの連続繊維の採用が本格化するとみられ、２０３０年には骨格・構造部品に占めるＣＦＲＴ

Ｐの比率が数量ベースではＣＦＲＰを上回るとみられる。 

 外板・外装部品はプレミアムカーを中心とした採用であるため現時点での需要は限定的であるが、今後外板の内

板補強やバックドアフレームなどで短／長繊維を中心に需要が増えるとみられる。 

 

●航空機用途炭素繊維複合材料 

 ２０１６年見込 ２０３０年予測 ２０１５年比 

ＣＦＲＰ ５,７８０億円 ２兆 ７３３億円 ４.１倍 

ＣＦＲＴＰ ５５億円 １７３億円 ３.５倍 

  航空機に採用される炭素繊維複合材料のうち、一次構造材、二次構造材、内装品、エンジン向けを対象とした。 

  現状は民間航空機向け構造材での採用が６０％以上を占めている。Ｂｏｅｉｎｇ「７８７」やＡｉｒｂｕｓ「Ａ

３５０ＸＷＢ」の一次構造材に使用されるなど需要が増加している。一方、その他の小型旅客機やリージョナル／

ビジネスジェットなどの現行モデルではコストや構造設計に基づく耐久性に課題があり採用は遅れているものの、

航空機メーカーや炭素繊維メーカーなどによる技術開発の進展により採用が増えつつある。２０２０年以降は現行

機よりもＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰの使用率を上昇させた次世代機の投入が予想され、市場拡大に貢献するとみられる。

 軍事・宇宙でも飛行性能向上を目的に機体軽量化が開発の主眼となっているため積極的な採用がみられ、今後の

伸びが期待される。 

 

 ＣＦＲＰは航空機の一次構造材、二次構造材、内装材をはじめ、ヘリコプター、軍事機など幅広く採用されてい

る。航空機用途では自動車用途ほどの量産性が求められないことから、加工性よりも品質を重視した材料選定が一

般的であるため、今後もＣＦＲＰが大きく伸びるとみられる。 

 一方、ＣＦＲＴＰはラミネート製品の開発に伴う機械特性の向上により、エンジンなどの耐熱部品や小型の一次

構造材部品への採用が開始されているが、ＣＦＲＰでは対応できない高い水準の耐熱性や機械特性が要求される部

位への採用に限定されるとみられる。 
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＜調査対象＞ 

【対象品目】 

炭素繊維複合材料、 

キーマテリアル／ 

関連部品・装置 

・ＰＡＮ系炭素繊維（レギュラー 

 トウ、ラージトウ） 

・ＣＦＲＴＰ ・ＣＦＲＰ用成形加工 

 装置 

・ピッチ系炭素繊維 

 

・接着剤 ・ＣＦＲＴＰ用成形加工 

 装置 

・マトリクス樹脂／添加剤 ・工程紙・フィルム ・ウォータージェット・ 

 ドリル・エンドミル 

・中間基材（プリプレグ・ 

 ペレット・ラミネート） 

・端材・廃材利用ＣＦＲＰ 

 ／ＣＦＲＴＰ 

・非破壊検査装置 

・ＣＦＲＰ 

 

・自動積層装置  

用途別市場分析 

・自動車（車両骨格・構造部 

 品／外板・外装部品） 

・建築・土木 ・ドローン 

 

・航空機 ・スポーツ・レジャー ・鉄道 

・圧力容器（高圧水素タンク 

 ／ＣＮＧタンク） 

・船舶 ・医療機器 

・風力発電ブレード ・油田掘削・搬送 ・治具 

研究開発プロジェクト・ 

主要企業動向 

＜研究開発プロジェクト＞日本 ＥＵ ドイツ 米国 中国 韓国 

＜主要企業動向（メーカー）＞炭素繊維メーカー 中間基材メーカー 成形加工メーカー 

＜主要企業動向（ユーザー）＞航空機メーカー 自動車メーカー 

＜調査方法＞ 

富士経済の専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データ

ベースを併用 

＜調査期間＞ 

２０１６年１０月～２０１７年１月                                以上                                                                                         

 資料タイトル：「炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ／ＣＦＲＴＰ）関連技術・用途市場の展望 ２０１７」 

体    裁：Ａ４判 ４０８頁 
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